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堺
市
舳
松
へ

へ

の

ま

つ

人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

人
権
・
同
和
部
会

月
３
日
（
土
）
、
大
阪
府
堺

１２
市
方
面
へ
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
に
行
き
ま
し
た
。

毎
年
、
柘
植
地
域

区
合
同

１２

で
の
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
近
隣
と
遠

方
の
２
回
）
に
加
え
て
、
部
会
独
自
で
活
動

人
権
活
動
の
先
進
地
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
将
棋
の
阪
田
三
吉
の
故
郷
で
も

あ
る
堺
市
舳
松
に
あ
る
「
舳
松
人
権
歴
史
館
」

で
地
域
の
歴
史
・
く
ら
し
・
仕
事
・
部
落
解

放
運
動
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
周
辺
地
域
を

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
結
婚
に
よ

り
舳
松
に
来
た
と
い
う
大

原
和
子
さ
ん
か
ら
、
自
分

の
今
ま
で
の
半
生
や
部
落

解
放
へ
の
思
い
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
地
域

の
教
育
機
関
と
協
力

し
研
修
や
講
座
を
開

催
し
て
、
日
常
の
中

に
あ
る
様
々
な
問
題

と
向
き
合
い
人
権
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い

る
「
え
ん
ぱ
わ
め
ん

と
堺
」
の
北
野
真
由

美
さ
ん
の
参
画
体
験

型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
講
し
、
人
権
・
同

和
部
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
活
用
で
き

る
ス
キ
ル
づ
く
り
の
研
修
を
し
ま
し
た
。

舳松人権歴史館ガイド
へのまつ

所在地
〒590-0822

大阪府堺市堺区協和町2-61-1
（人権ふれあいセンター内）

開館時間 9:30～18:30

休館日
月曜(祝休日の場合は開館)
年末年始

入館料 無料

問合せ電話
072-245-2536

い
が
ま
ち
人
権
・
同
和
問
題

地
区
別
懇
談
会

柘
植
地
域
会
議

２
月
１
日
（
月
）

夜
、
市
民
セ
ン
タ

ー
で
、
地
区
懇
談

会
の
柘
植
地
域
最

終
報
告
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
な
ら
び

に
小
学
校
・
中
学

校
か
ら
、
今
年
一

年
間
の
地
区
懇
談

会
活
動
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し

た
。参

加
者
は
「
人

権

啓

発

合

同

事

業
」
を
核
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
区
の
実

態
を
出
し
合
い
、

柘
植
地
域
と
し
て

の
課
題
や
成
果
を

共
有
し
ま
し
た
。
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発
行

柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局

柘
植
地
域

三
重
県
伊
賀
市
柘
植
町
一
〇
六
四
七
番
地

（
柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

〒

五
一
九-

一
四
〇
二

電
話

四
五
—
八
八
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

四
五
—
八
八
八
三

発
行
日

二
〇
一
七(

平
成
二
十
九)

年
二
月
十
五
日
（
水
）

柘
植
地
域
俳
句
コ
ー
ナ
ー

鳶
高
く

舞
ひ
て
山
里

日
脚
伸
ぶ

辻
本
幸
子
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名
神
名
阪
連
絡
道
路
の

整
備
促
進
を
誓
う

１
月

日
（
土
）

２８

午
後
、
ふ
る
さ
と

会
館
い
が
で
、
伊

賀
市
と
滋
賀
県
東

近
江
市
を
結
ぶ
名

神
名
阪
連
絡
道
路

の
早
期
実
現
に
向

け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

主
催
は
滋
賀
県

と
三
重
県
の
８
市

町
で
構
成
さ
れ
る

名
神
名
阪
連
絡
道

路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
で
、

岡
本
栄
伊
賀
市
長
が
主
催
者
を

代
表
し
て
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

き
っ
か
け
に
連
絡
道
路
の
効
果

や
課
題
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
挨
拶
、
三
重
滋
賀

両
県
の
副
知
事
や
関
係
す
る
国

会
議
員
が
熱
心
な
あ
い
さ
つ
や

意
気
込
み
を
表
明
し
ま
し
た
。

名
神
名
阪
連
絡
道
路
は
東
近

江
市
の
名
神
蒲
生
Ｉ
Ｃ
か
ら
甲

賀
市
の
新
名
神
土
山
Ｉ
Ｃ
を
経

て
名
阪
国
道
上
柘
植
Ｉ
Ｃ
を
結

ぶ
も
の
で
す
。

平
成

年
に
自
動
車

１３

専
用
道
路
の
調
査
区
間

と
し
て
指
定
さ
れ
た
も

の
の
、
現
在
ま
で
整
備

に
向
け
た
動
き
が
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。

柘
植
地
域
に
と
っ
て

も
、
大
き
な
ト
ラ
ッ
ク

が
行
き
か
う
上
柘
植
Ｉ

Ｃ
か
ら
余
野
公
園
に
か

け
て
は
、
歩
道
も
ほ
と

ん
ど
な
く
、
生
活
道
路

と
し
て
は
危
険
な
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

今
回
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が

開

か
れ

る
こ
と

で
、
早
期
の
事
業
実
現

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

森
林
の
魅
力
を
引
き
出
し
、

地
域
の
活
性
化
を
！

２
月
８
日
（
水
）
午
後
、
ゆ
め
テ

ク
ノ
伊
賀
で
、
布
引
地
域
自
治
協
が

主
催
（
阿
波
・
柘
植
地
域
が
共
催
）

し
て
林
業
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。冒

頭
、
布
引
地
域
自
治
協
議
会
会

長
の
福
岡
さ
ん
が
「
地
域
を
超
え
て

課
題
を
共
有
し
、
い
っ
し
ょ
に
考
え

い
っ
し
ょ
に
行
動
で
き
る
な
か
ま
づ

く
り
を
進
め
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
、

続
い
て
大
森
秀
俊
副
市
長
か
ら
も
応

援
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
は
、
和

歌
山
研
究
林
長

で
京
都
大
学
森

林
育
成
分
野
准

教
授
の
長
谷
川

尚
史
さ
ん
を
講
師
に
、
林
業
の
現
状

を
ふ
ま
え
、
「
倉
庫
と
し
て

の
森
」
と
い
う
発
想
で
、

長
期
的
な
視
野
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
作
っ
て
い

く
と
い
う
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
伊
賀
市
東
部
地
帯

の
自
治
協
が
協
力
し
て
「
山
里
連

合
」
の
交
流
を
深
め
、
森
に
目
を

向
け
て
い
く
予
定
で
す
。
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和
・
英
・
中
の

多
言
語
観
光
案
内
板

今
年
度
伊
賀
市
が
予
算
化
し
て
い
た
多
言

語
観
光
案
内
板
が
、
２
月
２
日
（
木
）
、
柘

植
駅
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
伊
賀
上

野
駅
に
は
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

草
津
線
を
利
用
し
て
訪
れ
る
観
光
客
を

柘
植
駅

↓
関
西
線

伊
賀
上
野
駅

↓
伊
賀
鉄
道

上
野
市
駅

へ
と
誘
導
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２・３番ホームに設置された多言語案内板

仮
設
ト
イ
レ
が
ホ
ー
ム
に
設
置
さ
れ
る

～
４
月
か
ら
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
～

こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
地
域
の
声
と
し
て

Ｊ
Ｒ
西
日
本
や
伊
賀
市
行
政
に
繰
り
返
し
要

望
を
し
て
き
た
、
「
柘
植
駅
の
ト
イ
レ
」
で

す
が
、
こ
の
た
び
Ｊ
Ｒ
に
よ
り
、
男
女
別
ト

イ
レ
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
と
、
改
修
工
事

が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

入
口
は
男
女
別
と
な
る
も
の
の
、
便
器
数

は

減

り

ま

す

。

ま

た

駅

の

外

か

ら

は

利

用

で

き

ま
せ
ん
。

跨線橋（こせんきょう）に設置された案
内板には、「加茂行きに乗り換え」、「伊
賀上野駅で伊賀鉄道に乗り換え」、「忍者
博物館や上野城は上野市駅が近い」こと
などが記されています。

仮設トイレ(１番線)

今
後
、
ハ
イ
キ
ン
グ
客
等
の
利
便
性
を
高

め
る
た
め
に
も
、
「
公
衆
便
所
化
」
を
地
域

か
ら
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

柘
植
駅
を
核
と

し
た
公
共
交
通
の

あ
り
方
検
討
委
員

会
は
、
１
ヵ
月
に

一
回
程
度
、
行
政

バ
ス
な
ど
の
公
共

交
通
な
ど
の
テ
ー
マ
も
含
め
て
、
話
し
合
い

や
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ラッピング列車SHINOBI-TRAIN
←電車正面イメージ 歓迎行事
２月２５日（土）
10：58頃 列車が２番線に到着します！

★貴生川駅から記念乗車をされた方々（約150

名）を都美恵太鼓とダンスでお迎えします。

ゆるキャラのにん太としのぶも出迎えます。

★午後の部は、14:30頃に駅前で観光ツアー客

約120名の方をお迎えします。

15：20 列車が発車します！

見送りをして、その後解散となります。
※スタッフとして参加希望の方は２月21日までに、

必ずまち協事務局へご連絡ください。
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伊
賀
流
自
治
研
修
会

～
協
働
と
新
た
な
地
域
づ
く
り
の
し
く
み
～

２
月
２
日

（
木
）
午
後
、

ハ
イ
ト
ピ
ア

伊
賀
で
、
今

年
度
最
後
の

伊
賀
市
自
治

研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。当

協
議
会

を

代

表

し

て
、
西
田
方

計
事
務
局
長

と
岩
倉
佳
子

女
性
部
会
長

が

、
「

女

性

パ
ワ
ー
を
ま

ち

づ

く

り

に
！
」
と
題

し
て
発
表
し

ま
し
た
。

ま
た
、
雛

人
形
や
黒
豆

な
ど
の
展
示

も
行
い
、
他

の
地
域
に
向

け
て
広
く
取

組
み
を
紹
介

し
ま
し
た
。

ま
と
め
と
し
て
、
講
師
の
川
北
秀
人
さ
ん

（
人
と
組
織
と
地
球
の
た
め
の
国
際
研
究
所
）

か
ら
は
、
伊
賀
市
の
人
口
動
態
変
化
が
「
予

測
以
上
に
早
く
進
ん
で
い
る
」
こ
と
を
受
け

て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
人
口
減
・

歳
以
上
増
に
備
え
る

８５

に
は
、
時
間
の
使
い
方
を
変
え
る

し
か
な
い

①
行
事
の
棚
卸
し

②
会
議
の
棚
卸
し

③
組
織
の
棚
卸
し

〇
次
の

年
に
求
め
ら
れ
る

10

自
治
組
織
の
機
能
？

①
人
口
構
造
の
見
通
し
（
予
測
）

を
つ
く
る
！

②
住
民
調
査
で
「
事
業
・
サ
ー
ビ

ス
へ
の
評
価
」
と
「
困
り
ご
と

・
不
安
」
「
こ
れ
な
ら
手
伝
え

る
」
の
確
認
！

③
部
会
は
、
継
続
よ
り
進
化
・
再

編
を
！

そ
う
遠
く
な
い
将
来
を
展
望
し
て
、
柘
植

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
し
て
も
、
各
区

と
強
く
連
携
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会

を
よ
り
よ
い
方
向
に
持
っ
て
行
け
る
よ
う
に
、

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ひ
な
人
形
展
の
お
知
ら
せ

女
性
部
会

日
時

３
月
３
日
（
金
）
～
６
日
（
月
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

場
所

柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室

◎
３
月
３
日
（
金
）
は
、
お
茶
席
（
抹
茶

と
和
菓
子
３
０
０
円
）
が
あ
り
ま
す
。

◎
３
月
４
～
５
日

★
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
展
示

①
黒
豆
加
工
品
の
販
売

②
斎
王
な
り
き
り
体
験

（
大
人
・
子
ど
も
用
あ
り
）

★
同
時
開
催

地
域
の
能
面
愛
好
家
に
よ
る

新
作
能
面
狂
言
面
展

今
年
は
「
秋
の
斎
王
群
行
」
を
ひ
な
人

形
で
表
現
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の

展
示
に
先
駆
け
て
、
２
月
後
半

か
ら
は
、
地
域
の
商
店
・
金
融

機
関
・
医
院
な
ど
約

カ
所
に

３０

展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

近
々
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
マ
ッ
プ
を
掲

載
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。

★
☆
★

事
務
局
だ
よ
り

☆
★
☆

▼
「
保
育
園
跡
地
利
活
用
計
画
最
終
案
」
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
実
現
を
め
ざ
し
て
取
り
組

む
予
定
で
す
。
▼
１
㌻
右
下
に
、
柘
植
地
域
俳
句
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
（
西
田
方
計
）


